
                 

 

住宅用火災警報器の設置、点検及び交換チラシの班回覧のお願いについて 

 

 

１ 概要 

  住宅用火災警報器は、設置義務化から 10 年が経過しました。住宅用火災警報器の設

置率の上昇とともに住宅火災は減少傾向にあり一定の効果を上げています。 

しかし、住宅用火災警報器は、設置後約 10 年で電池や機器の寿命が訪れるため、近

年消防局では、設置促進はもちろん点検・交換も広く呼びかけているところです。 

この機会に、ご自宅に設置されている住宅用火災警報器の点検をしていただき、故障

している場合や設置後 10 年が経過している場合は、交換をお願いいたします。今回の

啓発チラシを参考としてください。 

   

２ チラシについて 

  チラシは、消防局と東京ガス株式会社との連携により作成しましたので班回覧をお

願いいたします。 

 

【参考】 

警報器は定期的に点検を実施し、正常に作動していることを確認しましょう。 
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テストボタン 

引きひも 
10 年たったら、とりカエル。 

点検方法は簡単！ 

テストボタン押したり、引き

ひもを引っ張ると、警報音（ブ

ザーや音声）が鳴るので、作

動状況を確認してください。 






